
●
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
農
村
女
性
が
自
律

的
に
展
開
し
た
生
活
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
九

九
三
〜
二
○
○
四
年
ま
で
追
う
こ
と
を
通
し
、
開

発
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
対
象
地
域
（
本
稿
で
は

農
村
）
で
生
き
る
女
性
、
そ
し
て
男
性
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
な
事
象
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
捉
え

て
い
る
の
か
、
そ
し
て
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
対
象
地
域
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係

を
ど
の
よ
う
に
変
革
し
て
い
る
の
か
、
人
々
の
語

り
と
実
践
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

●
パ
ラ
グ
ア
イ
の
概
況

パ
ラ
グ
ア
イ
の
総
人
口
は
五
二
○
万
人
で
あ
り
、

そ
の
内
農
村
人
口
は
二
二
五
万
人
（
四
三
％
）
で

あ
る
。

国
民
の
九
七
％
が
メ
ス
テ
ィ
ソ
で
あ
り
、
九
○

％
は
宗
主
国
ス
ペ
イ
ン
の
影
響
を
受
け
た
カ
ト
リ

ッ
ク
で
あ
る
。農
村
に
は
マ
チ
ス
モ
（
男
性
優
位
）

思
想
や
マ
リ
ア
ニ
ス
モ
思
想
（
女
性
は
夫
や
家
長

に
従
順
で
あ
る
べ
し
と
い
う
考
え
方
）
が
根
強
く

残
り
、
ま
た
性
分
業
も
存
在
す
る
。
農
村
で
は
、

家
計
管
理
は
男
性
が
行
う
も
の
と
さ
れ
、
女
性
が

家
計
管
理
を
行
う
と
「
男
の
よ
う
な
女
」（m

ujer-

gallo

＝
雄
鶏
の
よ
う
な
雌
鳥
）
と
揶
揄
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
マ
チ
ス
モ
、
マ
リ

ア
ニ
ス
モ
思
想
に
よ
り
強
化
さ
れ
て
き
た
。

公
用
語
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
先
住
民
の
言
語

グ
ア
ラ
ニ
語
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
農
村
で
は

日
常
生
活
に
グ
ア
ラ
ニ
語
を
用
い
る
人
々
が
多
い
。

ま
た
、
農
村
人
口
の
約
半
数
が
貧
困
状
態
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ア
ラ
ニ
語
の
み

を
話
す
女
性
／
世
帯
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い

と
い
う
研
究
も
あ
る
。

●
Ｓ
村
の
女
性
た
ち
の
生
活
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

の
諸
過
程

一
九
六
○
年
代
よ
り
、
農
牧
省
農
業
普
及
局

（
Ｍ
Ａ
Ｇ
／
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｇ
）
は
、
一
部
の
農
村
で
生

活
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
き
た
。
カ
ア
グ

ア
ス
県
コ
ロ
ネ
ル
・
オ
ビ
エ
ド
（
以
下
、
オ
ビ
エ

ド
）
市
域
は
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
／
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｇ
が
中
心
と
な

り
、
生
活
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
長
く
展
開
し
て
き

た
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
事
例
村
Ｓ
村
は
、
オ
ビ
エ
ド
市
街

地
よ
り
三
四
キ
ロ
離
れ
、
一
部
の
道
路
が
未
整
備

で
あ
る
こ
と
と
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
／
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｇ
普
及
員
の

数
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
展
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

Ｓ
村
の
女
性
た
ち
は
、
一
九
九
三
年
に
オ
ビ
エ

ド
市
域
で
展
開
さ
れ
て
い
た
生
活
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
環
で
あ
る
「
野
菜
消
費
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
存
在
を
ラ
ジ
オ
と
噂
話
を
通
し
て
知
っ
た
。

Ｓ
村
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
、
マ
リ
ア

（
仮
名
）
は
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
で

あ
っ
た
私
（
当
時
、
国
際
協
力
事
業
団
青
年
海
外

協
力
隊
隊
員
）
に
一
九
九
三
年
一
○
月
、
男
性
の

農
業
改
良
普
及
員
を
介
し
て
手
紙
を
届
け
た
。
こ

の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
Ｓ
村
に
出
向
き
、

一
九
九
四
年
一
月
よ
り
一
九
九
五
年
二
月
ま
で
、

Ｓ
村
の
女
性
た
ち
を
対
象
に
「
生
活
改
善
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
生
活
改

善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
①
野
菜
消
費
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
②
ミ
タ
イ
ロ
ガ
（m

itâ ’i roga

＝

グ
ア
ラ
ニ
語
で
子
ど
も
た
ち
の
場
所
。
の
ち
に
幼

稚
園
に
な
る
）
設
置
・
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
③

ジ
ャ
ム
加
工
場
設
置
・
運
営
及
び
加
工
食
品
の
販

売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
三
つ
を
総
称
し
た
も
の
で
あ

る
。
Ｓ
村
の
二
○
名
の
女
性
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

主
た
る
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

農
村
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
評
価̶

南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
に
お
け
る
生
活
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
か
ら
考
え
る
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Ｓ
村
に
は
子
ど
も
が
一
○
人
以
上
い
る
世
帯

（
未
婚
の
母
を
含
む
）
も
あ
り
、
多
く
は
生
活
に

困
窮
し
て
い
た
。
し
か
し
、
村
の
女
性
た
ち
は
、

私
が
支
援
に
入
っ
た
当
時
、
受
胎
調
節
な
ど
に
は

関
心
を
示
さ
ず
、
衛
生
教
育
や
栄
養
教
育
、
ジ
ャ

ム
作
り
、
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
作
り
、
村
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
学
校
（
町
の
子
ど
も
た
ち
の
よ

う
に
ス
ペ
イ
ン
語
が
学
べ
る
場
所
）
建
設
な
ど
、

女
性
や
母
親
と
し
て
の
役
割
を
充
足
す
る
た
め
の

生
活
改
善
を
望
ん
だ
。

女
性
た
ち
は
、
目
の
前
に
あ
る
関
心
事
項
、
す

な
わ
ち
モ
リ
ニ
ュ
ー
の
い
う
と
こ
ろ
の
実
際
的
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
利
害
関
心
（
以
下
、
実
際
的
利
害
関

心
）
に
興
味
を
示
し
、
女
性
／
男
性
の
解
放
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
目
指
し
た
戦
略
的
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
利
害
関
心
（
以
下
、
戦
略
的
利
害
関
心
）

に
は
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。

受
胎
調
節
を
望
ま
な
か
っ
た
の
は"H

asta que 

D
ios diga basta"

（
神
が
十
分
と
お
っ
し
ゃ
る
ま

で
子
ど
も
は
授
か
り
続
け
る
も
の
）、「
家
族
計
画

は
神
の
意
思
に
背
く
も
の
」
と
い
っ
た
言
説
が
村

社
会
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
二
月
に
私
の
支
援
は
終
了
し
た
が
、

女
性
た
ち
は
自
律
的
に
生
活
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
く
過
程
で
、
村
か
ら
町
へ
、
そ
し

て
首
都
へ
と
活
動
空
間
を
広
げ
て
い
っ
た
（
図
１

参
照
）。
そ
の
過
程
で
、
性
分
業
の
変
革
を
な
し

得
た
。
野
菜
を
首
都
の
市
場
へ
卸
し
た
り
、
近
郊

都
市
の
市
場
や
青
空
市
で
産
地
直
送
販
売
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
男
性
の
仕
事
と
考
え

ら
れ
て
い
た
換
金
作
物
の
販
売
を
女
性
た
ち
が
担

い
始
め
た
の
で
あ
る
。
女
性
た
ち
は
市
場
経
済
に

関
わ
る
こ
と
を
通
し
、
自
身
で
稼
い
で
、
自
身
で

管
理
で
き
る
現
金
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

村
の
女
性
た
ち
は
、「
野
菜
の
販
売
活
動
を
始

め
て
、
女
性
に
も
お
金
を
扱
う
権
利
が
あ
る
と
気

付
い
た
」、「
昔
は
家
の
周
り
か
ら
外
へ
は
一
歩
も

出
な
か
っ
た
が
、
誘
わ
れ
て
市
場
に
行
っ
て
か
ぼ

ち
ゃ
を
売
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
」

な
ど
、
語
り
始
め
た
。
ま
た
、
女
性
た
ち
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
こ
れ
ま
で

接
触
の
な
か
っ
た
村
の
他
の
女
性
た
ち
と
交
流
す

る
よ
う
に
な
り
、
色
々
な
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
ら
に
は
、
日
常
の
些
事
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
学
ん
だ
野
菜
料
理
の
方
法
、
新
た
な
野
菜
の

栽
培
方
法
、
ど
の
よ
う
な
野
菜
が
ど
の
時
期
に
市

場
で
高
く
売
れ
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
村
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
家
族
計
画
に

ま
で
及
ん
だ
。

そ
し
て
女
性
た
ち
は
、
村
社
会
で
し
ば
し
ば
語

ら
れ
て
き
た"H

asta que D
ios diga basta"

や
「
家

族
計
画
は
神
の
意
思
に
背
く
」
と
い
っ
た
言
説
に

疑
問
を
持
ち
始
め
、
一
九
九
九
年
頃
か
ら
家
族
計

画
を
実
行
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
家
庭
内
暴
力

に
抵
抗
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。

Ｓ
村
の
女
性
た
ち
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化

を
「
私
は
変
わ
っ
た
」、「
も
う
昔
の
私
で
は
な

い
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
そ
の
変
化
を
「
と

て
も
良
い
こ
と
」
と
プ
ラ
ス
に
評
価
し
た
。
私
は
、

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
プ

ロ
セ
ス
と
結
論
づ
け
、「
成
果
三
類
型
」
の
モ
デ

ル
で
示
し
て
き
た
（
図
２
参
照
）。

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
女
性
個
人
や
女
性
グ

ル
ー
プ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
対
象
社
会
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
関
係
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
の
か
示
し
て
い
く
。

●
対
象
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
変

化女
性
た
ち
を
取
り
巻
く
村
落
内
外
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
関
係
の
変
化
は
、
①
世
帯
内
に
お
け
る
も
の
、

②
世
帯
外
に
お
け
る
も
の
、
③
村
落
外
に
お
け
る

も
の
に
分
類
で
き
た
。

世
帯
内
に
お
け
る
変
化
に
は
、（
i
）
男
性
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
関
わ
り
方
、（
ii
）
子
ど
も
と
の

関
わ
り
方
、（
iii
）
実
母
や
義
母
と
の
関
わ
り
方

が
あ
る
。

女
性
た
ち
が
市
場
に
出
向
き
、
自
身
で
余
剰
野

菜
の
販
売
を
行
う
こ
と
を
通
し
、「
二
人
で
働
い

て
得
た
世
帯
の
所
得
は
自
身
も
使
う
権
利
が
あ

る
」
と
考
え
始
め
る
女
性
た
ち
が
出
て
く
る
中
、

「
妻
の
方
が
信
頼
で
き
る
」
と
妻
に
所
得
の
管
理

を
全
て
任
せ
る
男
性
た
ち
が
出
て
き
た
。
ま
た
、

妻
が
外
で
働
く
際
、
妻
が
担
っ
て
き
た
再
生
産
労

働
（
食
事
の
準
備
や
後
片
付
け
）
を
担
う
男
性
も

出
て
き
た
。
妻
の
意
見
を
聞
き
入
れ
、
家
族
計
画

に
積
極
的
に
関
わ
る
男
性
も
出
て
き
た
。
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
力
関
係

に
変
化
が
認
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

小
学
校
を
十
分
に
終
え
て
い
な
い
女
性
た
ち
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
学
ん
だ
「
栄
養
や
衛
生
知
識
」

を
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
教
え
る
こ
と
で
自
信
を

つ
け
て
い
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
す
る
母

図２　成果三類型

・戦略的ジェンダー
の利害関心の認知・
充足（に向けた行動）
・量（定量）的、質（定
性）的変化

・目的・目標以外の
予期せぬ副産物（「嬉
しさや」や「満足感」
などを含む）
・予期せぬ実際的ジ
ェンダーの利害関心
の認知・充足
・量（定量）的、質（定
性）的変化

・目的・目標に対す
る結果
・実際的ジェンダー
の利害関心の充足
・主に量（定量）的
変化

「成果一類」 「成果二類」 「成果三類」

エンパワーメントの過程⇒

図１　Ｓ村の女性たちの経済活動空間の変容

物物
交換

自家
消費

個人
販売

村の
売店

村の生活

村の女性たちの経済空間
（1993～1995年当時）

地方都市の市場が村の女性の視野に経済
空間として入ってくる（1996～1999年）

近郊都市
の市場

他県の
ジャム工場

他の経済圏への視野
の拡大（1998年）

首都の
市場

首都の市場への視野の拡大
（1998～1999年）
「首都に行ってみたい、子どもに首都
を見せたい」（出所）筆者作成（1999 年）。（出所）筆者作成（1999 年）。
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親
を
見
て
、「
母
親
を
尊
敬
で
き
る
」、「
鼻
が
高

い
」
と
語
る
子
ど
も
た
ち
も
出
て
き
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
女
児
の
役
割
と
考
え
ら
れ
て
き
た
料
理

や
ア
イ
ロ
ン
掛
け
を
担
う
男
児
も
出
て
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
女
性
た
ち
は
義
母

や
実
母
へ
の
態
度
を
変
化
さ
せ
、
子
ど
も
を
授
か

る
こ
と
や
そ
の
人
数
、
子
ど
も
の
数
が
多
く
子
育

て
で
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
双
方
で
話
す

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
村
の

高
齢
の
女
性
た
ち
は
、
娘
や
息
子
の
パ
ー
ト
ナ
ー

が
村
内
や
村
外
を
出
歩
く
こ
と
を
良
し
と
し
な
か

っ
た
が
、
女
性
た
ち
の
活
動
が
村
落
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
女
性
た
ち

の
活
動
を
支
援
し
始
め
た
。

次
に
、
世
帯
外
に
お
け
る
変
化
で
は
、（
i
）

異
な
っ
た
社
会
・
経
済
階
層
の
人
々
と
の
関
わ
り

方
、（
ii
）
村
の
政
治
を
決
定
す
る
機
関
で
も
あ

る
農
協
と
女
性
の
関
わ
り
方
が
あ
る
。

Ｓ
村
の
女
性
た
ち
が
展
開
し
た
ミ
タ
イ
ロ
ガ
設

置
・
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
軌
道
に
乗
り
、
後
に

女
性
た
ち
の
尽
力
に
よ
り
幼
稚
園
と
し
て
文
部
省

に
正
式
に
登
録
さ
れ
、
村
の
多
く
の
子
ど
も
と
女

性
た
ち
に
便
益
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

未
婚
の
母
、
内
縁
の
妻
と
い
っ
た
社
会
・
経
済

階
層
が
低
い
と
み
な
さ
れ
て
き
た
女
性
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
子
育
て
に
追
わ
れ
時
間
を
捻
出
で
き
ず
、

生
活
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
既
婚
女
性
と
未
婚
の
母
、
内
縁
の
妻
と
の

間
に
は
分
断
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
た

ち
が
ミ
タ
イ
ロ
ガ
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
交
流
が
生
ま
れ
、
未
婚
の
母
や
内
縁
の

妻
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

こ
の
よ
う
な
女
性
た
ち
が
一
九
九
九
年
以
降
、
女

性
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
っ
て
い
っ
た
。

女
性
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
高
く
評
価
さ
れ
、

二
○
○
二
年
に
は
同
国
内
の
新
聞
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。

男
性
の
領
域
と
考
え
ら
れ
て
い
た
農
協
に
入
会

金
七
万
グ
ア
ラ
ニ
（
約
三
五
ド
ル
）
を
納
め
、
年

間
五
万
グ
ア
ラ
ニ
（
約
二
五
ド
ル
）
の
組
合
費
を

支
払
い
、
正
規
の
組
合
員
に
な
る
女
性
も
多
く
出

て
き
た
。
こ
の
額
は
、
村
の
男
性
に
と
っ
て
も
容

易
に
支
払
え
る
額
で
は
な
い
。

ま
た
、
二
○
○
一
年
四
月
に
は
マ
リ
ア
が
、
男

性
の
役
目
と
考
え
ら
れ
て
い
た
農
協
の
役
員
候
補

に
選
出
さ
れ
た
。
女
性
が
村
の
政
治
を
司
る
機
関

に
関
わ
る
こ
と
を
村
社
会
が
認
め
始
め
た
の
で
あ

る
。最

後
に
、
村
落
外
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係

の
変
化
と
し
て
、（
i
）
市
場
の
女
性
た
ち
や
町

の
女
性
た
ち
と
の
関
わ
り
方
、（
ii
）
町
の
病
院

関
係
者
と
の
関
わ
り
方
、（
iii
）
市
長
と
の
関
わ

り
方
、（
iv
）
行
政
職
員
や
国
際
援
助
実
施
機
関

の
職
員
と
の
関
わ
り
方
に
も
変
化
が
認
め
ら
れ
た
。

村
の
女
性
た
ち
は
「
自
分
た
ち
が
持
ち
込
む
野

菜
を
町
の
人
々
が
購
入
し
て
く
れ
る
な
ど
考
え
も

し
な
か
っ
た
」
と
述
懐
す
る
。
そ
こ
に
は
町
の
人

と
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
（cam

pesina
＝
農
村
女
性
は
、

自
身
を
卑
下
す
る
時
に
し
ば
し
ば
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ

と
い
う
表
現
を
用
い
て
き
た
）
と
い
う
階
層
格
差

を
自
認
し
て
い
る
農
村
女
性
の
姿
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
し
か
し
、
成
功
や
失
敗
の
経
験
を
積

み
重
ね
て
い
く
中
で
、「
私
は
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
で

あ
る
が
、
私
に
も
で
き
る
の
だ
」
と
経
済
的
側
面

の
み
な
ら
ず
、
意
識
的
側
面
、
社
会
的
・
文
化
的

側
面
に
お
い
て
も
自
信
を
つ
け
て
い
っ
た
。
Ｓ
村

の
女
性
た
ち
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら

の
三
つ
の
側
面
が
連
関
し
な
が
ら
現
れ
て
い
っ
た

と
い
え
る
（
図
３
）。

●
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
評
価

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
現
在
、
五
項
目
評
価
（
妥
当
性
、

有
効
性
、
効
率
性
、
イ
ン
パ
ク
ト
、
自
立
発
展

性
）
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
論
じ
て

き
た
よ
う
な
人
々
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
諸
事

象
（
多
く
は
質
的
な
側
面
の
変
化
）
を
評
価
す
る

こ
と
は
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
二
○
○
四
年
に
グ
ア
テ
マ
ラ
や
ネ
パ

ー
ル
な
ど
に
お
い
て
「
参
加
型
開
発
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
評
価
」
が
実
施
さ
れ
た
り
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に

お
い
て
「
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
地
方
女
性
の
小

規
模
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
展
開
さ
れ
る

な
ど
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
諸
事
象
を
評
価
す

る
重
要
な
動
き
が
あ
る
。
今
後
も
、
人
間
の
安
全

保
障
に
重
点
を
置
き
、
対
象
地
域
の
人
々
を
中
心

に
据
え
た
開
発
が
す
す
め
ら
れ
る
な
ら
ば
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
の
諸
事
象
を
評
価
の
議
論
の
俎
上
に

乗
せ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
に
は
、
①
人
々
の
意
識
や
行
動
の
変
化
を

評
価
す
る
、
②
評
価
の
時
間
軸
を
よ
り
長
く
設
定

す
る
、
③
戦
略
的
利
害
関
心
の
萌
芽
や
こ
れ
ま
で

図３　エンパワーメントの諸相

＊栄養・衛生知識を得
　て嬉しい。
＊町の人が食べるよう
　な料理ができるよう
　になって嬉しい。

意識的側面 社会的・文化的側面
＊市場の女性と交渉
　した。
＊会議に参加した。
＊夫が妻の活動を応
　援している。

経済的側面
＊野菜を売って自身の所得を
　得た。
＊自分で管理できる所得が増
　加した。

（出所）筆者作成（2003 年）。
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副
産
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
人
々
の
意
識
や
行

動
変
容
、
社
会
変
容
を
評
価
の
対
象
に
す
る
、
④

対
象
地
域
の
人
々
の
実
際
的
利
害
関
心
と
戦
略
的

利
害
関
心
の
認
識
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
計
画
を
立

案
し
、
中
間
評
価
な
ど
の
段
階
で
必
要
に
応
じ
Ｐ

Ｃ
Ｍ
（Project C

ycle M
anagem

ent

）
の
変
更
を

行
う
、
⑤
誰
に
と
っ
て
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な

の
か
を
再
考
す
る
、
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
の
誰
の
た
め
の
評
価
か
、
と
い
う
点
で
あ
る

が
、
開
発
援
助
実
施
機
関
に
と
っ
て
妥
当
性
が
あ

り
、
効
率
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

対
象
地
域
に
無
用
な
衝
突
を
生
み
出
す
よ
う
な
開

発
目
標
や
手
法
に
よ
り
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
追

求
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
先
進
工
業
諸
国
／

出
身
の
介
入
者
の
価
値
観
が
、
対
象
地
域
の
人
々

の
豊
か
さ
な
ど
の
概
念
を
剥
奪
す
る
よ
う
な
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
近
年
、
開
発

援
助
実
施
機
関
の
説
明
責
任
が
問
わ
れ
る
か
ら
こ

そ
、
対
象
地
域
の
人
々
の
豊
か
さ
感
を
尊
重
し
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
い
っ
た
質
的
な
も
の
を
評

価
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
人
々
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

の
諸
過
程
、
換
言
す
る
な
ら
ば
主
体
構
築
の
諸
過

程
を
評
価
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
私
た
ち

の
中
に
は
、
女
／
男
、
農
民
女
性
／
農
民
男
性
、

役
人
／
商
人
、
妻
／
夫
、
な
ど
複
数
の
主
体
が
あ

る
。
個
人
の
中
に
あ
る
複
数
の
主
体
は
、
状
況
に

応
じ
、
一
つ
ま
た
は
い
く
つ
か
が
前
景
化
し
た
り
、

後
景
化
し
た
り
す
る
。
そ
れ
ら
は
意
識
的
に
行
わ

れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
半
意
識
的
な
場
合
も
あ
ろ

う
。
ま
た
、
無
意
識
の
う
ち
に
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
主
体
や
、
対

象
地
域
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
全
て
を
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
枠
組
み
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
時
間
や
予

算
な
ど
の
制
約
か
ら
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
い

く
つ
か
の
主
体
に
焦
点
を
当
て
事
業
実
施
・
評
価

を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

対
象
地
域
の
人
々
の
主
体
構
築
の
諸
過
程
の
あ

る
側
面
、
例
え
ば
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
が
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
し
て
劣
位
の
表
象
概
念
か
ら
解
放
さ
れ

て
い
く
、
そ
の
過
程
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
、
現
金
を
管

理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
妻
が
管
理
を
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
そ
の
変
化
の
側
面
を
評
価

す
る
こ
と
な
ど
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
個
人
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
目
標
で
あ
り
評
価
の
項
目

で
も
あ
る
。

●
お
わ
り
に

対
象
地
域
の
人
々
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
外

部
者
が
評
価
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
重

要
な
点
は
対
象
地
域
の
人
々
の
尺
度
か
ら
開
発
事

業
の
評
価
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
な
か
ろ
う
か
。

本
事
例
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
対
象
地
域
の
女
性

／
た
ち
が
、
自
身
の
変
化
を
プ
ラ
ス
に
評
価
す
る

よ
う
な
出
来
事
が
起
き
る
と
、
そ
れ
は
個
人
／
グ

ル
ー
プ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
プ
ラ
ス
の
評
価
は
し
ば
し
ば
外
部
者

の
評
価
軸
と
ず
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
本
事
例
の
よ
う
に
、
女
性
個
人
や
女
性
グ
ル

ー
プ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

男
性
や
高
齢
の
女
性
た
ち
の
意
識
変
革
を
促
し
た

り
、
対
象
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
の
変
容
を
生

み
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
規
範
の
変
容
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。

し
た
が
っ
て
個
人
や
グ
ル
ー
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

に
据
え
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
開

発
協
力
の
最
終
目
標
は
対
象
地
域
の
人
々
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
誰
に
と
っ
て
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な
の
か
を
個
別
具
体
的
に
議

論
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

で
は
外
部
者
の
位
置
付
け
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

Ｓ
村
の
事
例
の
よ
う
な
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
諸

過
程
を
経
る
た
め
に
は
し
ば
し
ば
女
性
／
男
性
自

身
が
、
自
己
の
位
置
付
け
を
相
対
化
す
る
作
業
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
作
業
は
事
象
に
よ
っ
て
は
し

ば
し
ば
困
難
を
伴
う
。
例
え
ば
、
そ
の
事
象
が
宗

教
や
伝
統
、
慣
習
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、

内
部
者
が
そ
の
変
革
を
行
お
う
と
す
る
と
、
対
象

地
域
に
摩
擦
を
生
み
出
し
た
り
、
内
部
者
自
身
が

地
域
社
会
で
生
き
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
外
部
者
の
介
入
が
意

味
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
外
部
者

が
ど
の
ス
テ
ー
ジ
で
ど
の
よ
う
な
介
入
を
な
す
べ

き
か
、
対
象
地
域
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
を

調
査
を
通
し
丁
寧
に
見
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
ふ 

じ
か
け　

よ
う
こ
／
東
京
家
政
学
院
大
学

助
教
授
）
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